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• 濾す ：不要成分を除去 がん細胞を効率的にろ過
不要な血液成分(リンパ球など)を除去、解析に有用な細胞群を抽出

• 集める：フィルター上にがん細胞を集積 セルブロック化
微量の検体量でもまとまりとして回収、形態評価と核酸解析に対応

• 活かす：がん細胞から高品質な核酸抽出と多用途解析
がんゲノム検査や分子解析に適した核酸品質、臨床・研究に応用

廃棄される液状検体を
臨床検査検体として利活用させる！

研究のPoint

• がん細胞は大型細胞

• がん細胞を含む体腔液などから

白血球（好中球、リンパ球など）を除去する

ろ過前

ろ過後

がん細胞

白血球
（リンパ球など）

フィルター

こ

こ

検査精度
が向上する！



想定される用途

• がんゲノム検査（液状検体での適応拡大）

• リキッドバイオプシー技術の補完

• 希少検体からの診断支援
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課題
• フィルター材質や癌腫によっては回収効率に差が出る可能性

• 大容量検体の処理（細胞量過多、大容量時の目詰まりが発生）

• プロトコールの標準化

がん細胞

産業界へアピールポイント

• 装置化・キット化が可能：シンプルな工程で産業化適性が高い

• 検査成功率の向上：病院・検査会社に再検率低減・コスト削減に寄与

試作品

セルブロック像

本研究は国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）のプログラムマネージャー
（PM）の育成・活躍推進プログラムの助成を受け実施しました
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